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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月29日(2012.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチモード端末のハンドオーバ方法において、
　マルチモード端末がレガシゾーン（ｌｅｇａｃｙ　ｚｏｎｅ）とアドバンスドゾーン（
ａｄｖａｎｃｅｄ　ｚｏｎｅ）を含む少なくとも一つの進歩した基地局（Ａｄｖａｎｃｅ
ｄ　Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ：ＡＢＳ）を含むネイバー基地局リストから多数の基地局
をスキャニングする過程４０２、５０２と、
　前記マルチモード端末が第１レガシ基地局から前記ＡＢＳの前記レガシゾーンにハンド
オーバを行う過程４０６、５０８と、
　前記ＡＢＳのレガシゾーンから前記ＡＢＳのアドバンスドゾーンにゾーンスイッチング
を行う過程と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記マルチモード端末がゾーンスイッチを行う過程は、
　前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンと前記アドバンスドゾーンの存在有無を指示するための
インジケータのうちいずれかを使用し、前記マルチモード端末が前記アドバンスドゾーン
を支援する前記ＡＢＳの能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）を検出する過程４１０と、
　前記ＡＢＳの能力に基づき、前記マルチモードの端末が前記ＡＢＳのレガシゾーンから
前記ＡＢＳのアドバンスドゾーンにスイッチングを行うための前記ゾーンスイッチ要請を
前記ＡＢＳ伝送する過程４１２と、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンを使用し、前記マルチモード端末が前記アドバンスドゾ
ーンを支援する前記ＡＢＳの能力を検出する過程は、
　前記マルチモード端末が、前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンを放送メッセージを介して前
記ＡＢＳのレガシゾーンと前記第１レガシ基地局のうちいずれかから受信する過程を含み
、
　前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンは、前記ＡＢＳの能力が前記アドバンスドゾーンを支援
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することを示すことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記アドバンスドゾーンのためのインジケータを使用し、前記マルチモード端末が前記
アドバンスドゾーンを支援する前記ＡＢＳの能力を検出する過程は、
　ＦＣＨ（Ｆｒａｍｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｈｅａｄｅｒ）にダウンリンクパラメータ放送
を介して前記ＡＢＳのレガシゾーンから前記マルチモード端末が前記アドバンスドゾーン
の存在有無を指示するためのインジケータを受信する過程を含むことを特徴とする請求項
２に記載の方法。
【請求項５】
　前記マルチモード端末が前記ＡＢＳから前記スイッチ要請に対する応答メッセージを受
信する過程４１８と、
　前記ＡＢＳから受信した応答メッセージに基づき、前記マルチモード端末が前記ＡＢＳ
のレガシゾーンから前記ＡＢＳのアドバンスドゾーンにスイッチングする過程４２０と、
　を更に含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＡＢＳが前記ゾーンスイッチを行う過程は、
　前記ＡＢＳが前記マルチモード端末のＭＡＣバージョンを使用し、前記アドバンスドゾ
ーンを支援する前記マルチモード端末の能力を検出する過程４１４と、
　前記マルチモード端末の能力に基づき、前記ＡＢＳがゾーンスイッチ命令を前記マルチ
モード端末に伝送する過程４１６と、を含み、
　前記ゾーンスイッチ命令は、スイッチングのための少なくとも一つ以上の情報を含むこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ハンドオーバを行う前に、
　前記マルチモード端末のＭＡＣバージョンを使用し、前記マルチモード端末が前記第１
レガシ基地局に前記アドバンスドゾーンを支援する前記マルチモード端末の能力を示す過
程５０６と、
　前記ハンドオーバを遂行した後、
　前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンと、前記アドバンスドゾーンの存在有無を指示するため
のインジケータのうちいずれかを使用し、前記マルチモード端末が前記アドバンスドゾー
ンを支援する前記ＡＢＳの能力を検出する過程５１０と、
　前記ＡＢＳの能力に基づき、前記アドバンスドゾーンでレインジングのための一つ以上
の情報を利用し、前記ＡＢＳのレガシゾーンから前記ＡＢＳのアドバンスドゾーンにスイ
ッチングする過程５１２と、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記マルチモード端末がネイバーリストから多数の基地局をスキャニングする過程は、
　前記マルチモード端末がネイバー広告メッセージ（ｎｅｉｇｈｂｏｒ　ａｄｖｅｒｔｉ
ｓｅｍｅｎｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を介して前記第１レガシ基地局から前記ネイバー基地局
リストを受信する過程を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記マルチモード端末が前記レガシゾーンからハンドオーバを行う過程は、
　前記マルチモード端末が前記第１レガシ基地局にハンドオーバ要請を伝送する過程と、
　前記第１レガシ基地局から前記ハンドオーバ要請に対する応答メッセージを受信する過
程と、
　前記マルチモード端末が前記ＡＢＳのレガシゾーンに同期化される過程と、を含み、
　前記応答メッセージは、前記マルチモード端末の能力に基づき、前記ＡＢＳのアドバン
スドゾーンでレインジングのための少なくとも一つ以上の情報を含むことを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項１０】
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　前記マルチモード端末が前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンを使用し、前記ＡＢＳの能力を
検出する過程は、
　前記ＡＢＳのレガシゾーン、そして前記第１レガシ基地局のうちから少なくとも一つの
放送メッセージを介して前記マルチモード端末が前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンを受信す
る過程と、を含み、
　前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンは、前記ＡＢＳの能力を示すことを特徴とする請求項７
に記載された方法。
【請求項１１】
　前記マルチモード端末が、前記ＡＢＳのレガシゾーンからオーバーヘッドメッセージを
介して前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンを受信することを特徴とする請求項１０に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記マルチモード端末が、前記ＡＢＳのレガシゾーン、そして前記第１レガシ基地局の
うちいずれからのネイバー広告メッセージを介し、前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンを受信
することを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記マルチモード端末が前記アドバンスドゾーンのためのインジケータを使用して前記
ＡＢＳの能力を検出する過程は、
　前記マルチモード端末が、ＦＣＨに放送されるダウンリングパラメータを介して前記Ａ
ＢＳのレガシゾーンから前記アドバンスドゾーンに対するインジケータを受信する過程を
含むことを特徴とする請求項７に記載された方法。
【請求項１４】
　マルチモード端末がレガシ基地局のセルからレガシゾーンとアドバンスドゾーンを含む
進歩した基地局のセルに移動する際、前記マルチモード端末のハンドオーバ方法において
、
　前記ＡＢＳが前記レガシ基地局から前記マルチモード端末のＭＡＣバージョンを受信す
る過程と、
　前記ＡＢＳが前記レガシ基地局からハンドオーバ要請を受信する過程と、
　前記ＡＢＳが前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンを前記レガシ基地局と前記ＡＢＳのレガシ
ゾーンに放送する過程と、
　前記ＡＢＳが前記ハンドオーバ要請に対する応答メッセージを前記レガシ基地局に伝送
する過程と、を含み、
　前記マルチモード端末のＭＡＣバージョンは前記アドバンスドゾーンを支援する前記マ
ルチモード端末の能力を示し、
　前記マルチモード端末の能力は前記アドバンスドゾーンを支援し、
　前記応答メッセージは前記ＡＢＳが前記マルチモード端末の能力を検出する際、前記ア
ドバンスドゾーンで前記マルチモード端末のレインジングのための少なくともレインジン
グ資源を含むことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　マルチモード端末のハンドオーバを支援するためのシステムにおいて、
　レガシゾーン（ｌｅｇａｃｙ　ｚｏｎｅ）とアドバンスドゾーン（ａｄｖａｎｃｅｄ　
ｚｏｎｅ）を含む少なくとも一つの進歩した基地局（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｂａｓｅ　Ｓｔ
ａｔｉｏｎ：ＡＢＳ）を含むネイバー基地局リストから多数の基地局をスキャニングし、
　第１レガシ基地局から前記ＡＢＳの前記レガシゾーンにハンドオーバを行う過程４０６
、５０８と、
　前記ＡＢＳのレガシゾーンから前記ＡＢＳのアドバンスドゾーンにゾーンスイッチング
を行うマルチモード端末を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　前記マルチモード端末は、
　前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンと前記アドバンスドゾーンの存在有無を指示するための
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インジケータのうちいずれかを使用し、前記マルチモード端末が前記アドバンスドゾーン
を支援する前記ＡＢＳの能力を検出し、
　前記ＡＢＳの能力に基づき、前記ＡＢＳのレガシゾーンから前記ＡＢＳのアドバンスド
ゾーンにスイッチングするための前記ゾーンスイッチ要請を前記ＡＢＳに伝送することを
特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記マルチモード端末は、
　前記マルチモード端末が前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンを放送メッセージを介して、前
記ＡＢＳのレガシゾーンと前記第１レガシ基地局のうちいずれかから受信する際、
　前記ＡＢＳのＭＡＣバージョンは、前記ＡＢＳの能力が前記アドバンスドゾーンを支援
することを示すことを特徴とする請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記マルチモード端末は、
　ＦＣＨ（Ｆｒａｍｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｈｅａｄｅｒ）にダウンリンクパラメータ放送
を介して前記ＡＢＳのレガシゾーンから前記マルチモード端末が前記アドバンスドゾーン
の存在有無を指示するためのインジケータを受信することを特徴とする請求項１６に記載
のシステム。
【請求項１９】
　前記マルチモード端末は、
　前記ＡＢＳから前記スイッチ要請に対する応答メッセージを受信し、
　前記ＡＢＳから受信した応答メッセージに基づき、前記ＡＢＳのレガシゾーンから前記
ＡＢＳのアドバンスドゾーンにスイッチングすることを特徴とする請求項１６に記載のシ
ステム。
【請求項２０】
　前記ＡＢＳが前記マルチモード端末のＭＡＣバージョンを使用し、前記アドバンスドゾ
ーンを支援する前記マルチモード端末の能力を検出し、
　前記マルチモード端末の能力に基づき、前記ＡＢＳがゾーンスイッチ命令を前記マルチ
モード端末に伝送する前記ＡＢＳをさらに含み、
　前記ゾーンスイッチ命令は、スイッチングのための少なくとも一つ以上の情報を含むこ
とを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
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